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新
発
田
産
お
く
ら
の
花

▼
ア
オ
ー
レ
長
岡
オ
ー
プ
ン
後
、
何
人
か
の

関
係
者
に
話
を
聞
い
た
。と
に
か
く
皆
パ
ワ

フ
ル
で
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
副
代
表
の
石
田
章

さ
ん
の
行
動
力
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。強
引
と

も
い
え
る
力
強
さ
は
、
長
岡
出
身
で
前
の

N
S
T
社
長
の
駒
形
十
吉
さ
ん
に
重
な
る
。

▼
駒
形
さ
ん
は
経
済
界
の
大
物
だ
が
、
同
時

に
趣
味
人
で
生
前
、
句
集
・
歌
集
な
ど
を
出

版
、編
集
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。口
癖
は

「
思
っ
た
ら
、や
れ
」。指
示
が
出
た
ら
す
ぐ
結

果
を
出
さ
な
い
と
一
喝
さ
れ
た
。「
知
行
合

一
」「
常
在
戦
場
」と
も
。▼
記
者
・
編
集
者
の

醍
醐
味
は
、
普
通
な
ら
会
え
な
い
よ
う
な
人

か
ら
話
が
聴
け
る
こ
と
。ソ
ニ
ー
の
盛
田
昭

夫
さ
ん
は
「
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
て
も
や

る
人
は
少
な
い
。思
い
つ
い
た
ら
勇
気
を

も
っ
て
が
む
し
ゃ
ら
に
や
り
遂
げ
る
」「
変
わ

り
続
け
な
け
れ
ば
会
社
は
死
ぬ
」旨
。▼
変
わ

り
続
け
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
。「
自
分
と
違

う
考
え
の
中
に
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
。

既
成
概
念
に
縛
ら
れ
て
い
て
は
成
功
は
生

ま
れ
な
い
」（
盛
田
さ
ん
）。「
自
分
の
考
え
は

い
っ
た
ん
引
き
出
し
に
し
ま
う
。頭
の
中
を

空
っ
ぽ
に
し
て
、
人
の
意
見
を
入
れ
る
ス

ペ
ー
ス
を
作
る
」
と
言
っ
た
の
は
祖
父
が
長

岡
出
身
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
を
Ｊ
１
に
引
き

上
げ
た
反
町
康
治
監
督
だ
。▼
高
校
時
代
、清

水
東
高
校
で
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
て
い

る
が
、そ
の
練
習
方
法
が
面
白
い
。入
部
し
た

て
の
頃
、練
習
の
初
め
30
分
は
、ボ
ー
ル
を
見

続
け
る
。無
心
に
な
る
と
練
習
開
始
。す
る
と

監
督
・
コ
ー
チ
の
言
葉
が
素
直
に
入
る
。し

ば
ら
く
し
て
慣
れ
る
と
ボ
ー
ル
を
見
た
瞬

間
、
無
心
に
な
れ
た
と
か
。「
な
ま
じ
自
己
流

の
下
手
な
考
え
は
邪
魔
に
し
か
な
ら
な
い
」。

頭を空っぽにする

　
昨
年
2

日
に
起
き
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
（
震
度
6
強
）
で
は
36

年
前
に
建
て
ら
れ
た
C
T
V
ビ
ル
が
崩
壊
、
ビ
ル

年
前
に
建
て
ら
れ
た
C
T
V
ビ
ル
が
崩
壊
、
ビ
ル

内
の
語
学
学
校
で
学
ん
で
い
た
日
本

内
の
語
学
学
校
で
学
ん
で
い
た
日
本
人
28
人
が
死

人
が
死

亡
し
た
。
C
T
V
ビ
ル
は
当
時
の
耐
震
基
準
を
満

亡
し
た
。
C
T
V
ビ
ル
は
当
時
の
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
翌
3

た
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
翌
3
月
11
日
に
発

日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
新
建
築
基
準
法
を

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
新
建
築
基
準
法
を

満
た
す
、
ま
た
は
耐
震
補
強
を
し
た
学
校
施
設
に

満
た
す
、
ま
た
は
耐
震
補
強
を
し
た
学
校
施
設
に

崩
壊
・
倒
壊
な
ど
の
被
害
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

崩
壊
・
倒
壊
な
ど
の
被
害
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

耐
震
化
が
い
か
に
重
要
か
を
示
す
も
の
だ
。

耐
震
化
が
い
か
に
重
要
か
を
示
す
も
の
だ
。

　
新
発
田
市
の
学
校
耐
震
化
は
、
平

　
新
発
田
市
の
学
校
耐
震
化
は
、
平
成
18
年
に
作

年
に
作

ら
れ
た
国
の
「
耐
震
改
修
促
進
法
」
に
の
っ
と
り
、

ら
れ
た
国
の
「
耐
震
改
修
促
進
法
」
に
の
っ
と
り
、

平
成
20
年
に
「
新
発
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

年
に
「
新
発
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

が
作
ら
れ
、
そ
の
中
で
と
く
に
学
校
は
指
定
避
難

が
作
ら
れ
、
そ
の
中
で
と
く
に
学
校
は
指
定
避
難

所
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
も
優
先
し
て
耐
震

所
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
も
優
先
し
て
耐
震

化
す
べ
き
建
築
物
と
定
め
ら
れ
、
平

化
す
べ
き
建
築
物
と
定
め
ら
れ
、
平
成
22
年
度
か

年
度
か

ら
、
本
格
的
な
耐
震
化
工
事
に
入
っ
た
。

ら
、
本
格
的
な
耐
震
化
工
事
に
入
っ
た
。

　
現
行
の
耐
震
基
準
（
震
度
6
強
〜
7
程
度
の
大

　
現
行
の
耐
震
基
準
（
震
度
6
強
〜
7
程
度
の
大

規
模
地
震
に
対
し
て
、
人
命
に
危
害
を
及
ぼ
す
倒

規
模
地
震
に
対
し
て
、
人
命
に
危
害
を
及
ぼ
す
倒

壊
等
の
被
害
を
生
じ
な
い
）
を
十
分
に
満
た
し
て

壊
等
の
被
害
を
生
じ
な
い
）
を
十
分
に
満
た
し
て

い
れ
ば
改
め
て
耐
震
化
す
る
必
要
は
な
い
。
耐
震

い
れ
ば
改
め
て
耐
震
化
す
る
必
要
は
な
い
。
耐
震

性
能
を
表
す
指
標
と
し
て
は
Ｉ
Ｓ
値
が
用
い
ら
れ

性
能
を
表
す
指
標
と
し
て
は
Ｉ
Ｓ
値
が
用
い
ら
れ

る
。
こ
の
値
は
、建
物
の
強
さ
・
粘
り
・
バ
ラ
ン
ス
・

経
年
劣
化
な
ど
か
ら
総
合
的
に
割
り
出
さ
れ
た
数

値
だ
。Ｉ
Ｓ

値
だ
。Ｉ
Ｓ
値
0.0.3
未
満
は
、
地
震
に
対
し
て
倒
壊
・

未
満
は
、
地
震
に
対
し
て
倒
壊
・

崩
壊
す
る
可
能
性
が
高
い

崩
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
、
0.0.3
〜
0.0.6
は
倒
壊
・
崩

は
倒
壊
・
崩

壊
す
る
可
能
性
が
あ
る

壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
0.0.6
以
上
は
倒
壊
・
崩
壊

以
上
は
倒
壊
・
崩
壊

す
る
可
能
性
が
低
い
と
さ
れ
、
文
科
省
と
し
て
は

す
る
可
能
性
が
低
い
と
さ
れ
、
文
科
省
と
し
て
は

さ
ら
に
厳
し
く
補
強
後
の
Ｉ
Ｓ
値
を
上
乗
せ
し
、

さ
ら
に
厳
し
く
補
強
後
の
Ｉ
Ｓ
値
を
上
乗
せ
し
、

お
お
む

お
お
む
ね
0.70.7
を
超
え
る
こ
と
を
条
件
に
耐
震
化
工

を
超
え
る
こ
と
を
条
件
に
耐
震
化
工

事
の
補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
新
発
田
市
も
こ
の

事
の
補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
新
発
田
市
も
こ
の

指
針
に
そ
っ
て
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

指
針
に
そ
っ
て
耐
震
化
を
進
め
て
い
る
。

　
工
事
の
進
み
具
合
は
左
の
表
の
通
り
。
現
行
の

　
工
事
の
進
み
具
合
は
左
の
表
の
通
り
。
現
行
の

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
学
校
、
例
え
ば
外
ヶ

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
学
校
、
例
え
ば
外
ヶ

輪
小
や
本
丸
中
な
ど
は
新
た
な
耐
震
化
工
事
は
必

輪
小
や
本
丸
中
な
ど
は
新
た
な
耐
震
化
工
事
は
必

要
な
い
。

要
な
い
。

　
新
発
田
市
の
小
中
学
校
の
総
棟
数
（
校
舎
・
体

　
新
発
田
市
の
小
中
学
校
の
総
棟
数
（
校
舎
・
体

育
館
・
調
理
場
な
ど
）
は
平

育
館
・
調
理
場
な
ど
）
は
平
成
22
年
度
で
１
３
０

年
度
で
１
３
０

棟
、
そ
の
う
ち
耐
震
化
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
棟

棟
、
そ
の
う
ち
耐
震
化
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
棟

数
は
32
棟
だ
っ
た
。
校
舎
だ
け
で
み
る
と
、
本
年

棟
だ
っ
た
。
校
舎
だ
け
で
み
る
と
、
本
年

度
は
猿
橋
中
が
耐
震
化
工
事
に
着
工
済
み
、
ま
た

度
は
猿
橋
中
が
耐
震
化
工
事
に
着
工
済
み
、
ま
た

合
併
が
決
ま
っ
た
川
東
小
が
こ
の
8
月
か
ら
新
築

合
併
が
決
ま
っ
た
川
東
小
が
こ
の
8
月
か
ら
新
築

工
事
に
着
工
す
る
。

工
事
に
着
工
す
る
。

　
耐
震
化
工
事
の
計
画
完
了
の
期
限
は
平

　
耐
震
化
工
事
の
計
画
完
了
の
期
限
は
平
成
27
年

度
末
を
目
途
と
し
て
い
る
。

　
市
長
が
変
わ
っ
て
、
計
画
が
変
更
さ
れ
た
も
の

　
市
長
が
変
わ
っ
て
、
計
画
が
変
更
さ
れ
た
も
の

に
二
葉
小
の
新
築
・
耐
震
化
が
あ
る
。
当
初
、
二

に
二
葉
小
の
新
築
・
耐
震
化
が
あ
る
。
当
初
、
二

葉
小
は
外
ヶ
輪
小
と
の
統
合
を
も
っ
て
耐
震
化
す

葉
小
は
外
ヶ
輪
小
と
の
統
合
を
も
っ
て
耐
震
化
す

る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
二
葉
小
の
耐
震
性
能

る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
二
葉
小
の
耐
震
性
能

を
示
す
Ｉ
Ｓ
値
が
、
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は

を
示
す
Ｉ
Ｓ
値
が
、
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は

崩
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い

崩
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
0.0.3
を
下
回
る

を
下
回
る

0.
2121
と
極
め
て
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

と
極
め
て
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
を
要
す
る
と
い
う
こ
と

緊
急
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
26
年
度
夏
の
完
成

年
度
夏
の
完
成

を
目
指
し
て
新
築
・
耐
震
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

を
目
指
し
て
新
築
・
耐
震
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

極
め
て
低
い
耐
震
性
能
以
外
に
も
大
き
な
問
題
点

極
め
て
低
い
耐
震
性
能
以
外
に
も
大
き
な
問
題
点

と
し
て
、
外
ヶ
輪
小
に
統
合
し
た
場
合
最
低
6
教

と
し
て
、
外
ヶ
輪
小
に
統
合
し
た
場
合
最
低
6
教

室
の
増
設
が
必
要
で
、
学
級
数
が
長
期
間
に
わ
た

室
の
増
設
が
必
要
で
、
学
級
数
が
長
期
間
に
わ
た

り
適
正
規
模
と
さ
れ

り
適
正
規
模
と
さ
れ
る
12
〜
18
を
超
え

を
超
え
る
19
〜
23

に
な
る
こ
と
も
統
合
撤
回
の
理
由
に
あ
げ
て
い

に
な
る
こ
と
も
統
合
撤
回
の
理
由
に
あ
げ
て
い

る
。
教
育
環
境
が
良
好
に
保
て
な
い
可
能
性
が
判

る
。
教
育
環
境
が
良
好
に
保
て
な
い
可
能
性
が
判

明
し
た
以
上
、
計
画
変
更
は
当
然
と
し
て
、
市
議

明
し
た
以
上
、
計
画
変
更
は
当
然
と
し
て
、
市
議

会
も
了
解
し
た
。

会
も
了
解
し
た
。

　
統
廃
合
は
教
育
委
員
会
の
専
権
事
項
で
あ
る

　
統
廃
合
は
教
育
委
員
会
の
専
権
事
項
で
あ
る

が
、
市
長
は
以
前
か
ら
「
新
発
田
の
子
ど
も
た
ち

が
、
市
長
は
以
前
か
ら
「
新
発
田
の
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
」
を
政
治
的
な

の
未
来
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
」
を
政
治
的
な

判
断
の
基
準
と
し
て
お
り
、「
教
育
委
員
会
の
英

判
断
の
基
準
と
し
て
お
り
、「
教
育
委
員
会
の
英

断
」
と
評
価
し
、
予
算
執
行
を
伴
う
点
に
つ
い
て

断
」
と
評
価
し
、
予
算
執
行
を
伴
う
点
に
つ
い
て

は
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
新
発
田
駅
橋
上
化
を

は
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
新
発
田
駅
橋
上
化
を

中
止
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・
駅
東
地
下
道
・
駅

中
止
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
・
駅
東
地
下
道
・
駅

東
広
場
整
備
等
は
推
進
と
い
う
こ
と
で
、
約
5
億

東
広
場
整
備
等
は
推
進
と
い
う
こ
と
で
、
約
5
億

円
が
浮
く
。
そ
の
費
用
を
ま
る
ま
る
二
葉
小
の
新

円
が
浮
く
。
そ
の
費
用
を
ま
る
ま
る
二
葉
小
の
新

築
・
耐
震
化
に
回
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
て

築
・
耐
震
化
に
回
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
て

い
る
。
実
際
、
視
察
で
地
震
・
津
波
被
害
に
遭
っ

い
る
。
実
際
、
視
察
で
地
震
・
津
波
被
害
に
遭
っ

た
岩
手
県
立
志
津
川
高
校
な
ど
が
無
傷
で
残
り
、

た
岩
手
県
立
志
津
川
高
校
な
ど
が
無
傷
で
残
り
、

避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当

避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当

た
り
に
し
た
市
長
は
、
学
校
耐
震
化
を
急
ぐ
気
持

た
り
に
し
た
市
長
は
、
学
校
耐
震
化
を
急
ぐ
気
持

ち
が
強
い
。

ち
が
強
い
。

　
学
校
耐
震
化
等
の
費
用
は
１
１
７
億
円
強
、
そ

　
学
校
耐
震
化
等
の
費
用
は
１
１
７
億
円
強
、
そ

の
う
ち

の
う
ち
約
23
億
円
が
市
の
単
独
財
源
で
賄
わ
れ

億
円
が
市
の
単
独
財
源
で
賄
わ
れ

る
。「
学
校
施
設
に
対
し
て
、
こ
れ
だ
け
集
中
的

る
。「
学
校
施
設
に
対
し
て
、
こ
れ
だ
け
集
中
的

に
投
資
さ
れ
る
こ
と
は
、今
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
。

に
投
資
さ
れ
る
こ
と
は
、今
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
。

宮
城
県
沖
地
震
後
に
耐
震
基
準
が
変
わ
り
、
そ
の

宮
城
県
沖
地
震
後
に
耐
震
基
準
が
変
わ
り
、
そ
の

後
に
阪
神
大
震
災
な
ど
規
模
の
大
き
い
地
震
が
発

後
に
阪
神
大
震
災
な
ど
規
模
の
大
き
い
地
震
が
発

生
し
た
こ
と
、
施
設
の
更
新
時
期
が
重
な
っ
た
こ

生
し
た
こ
と
、
施
設
の
更
新
時
期
が
重
な
っ
た
こ

と
、
耐
震
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
い
う
市
長
の

と
、
耐
震
化
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
い
う
市
長
の

強
い
方
針
が
出
た
こ
と
な
ど
が
、そ
の
理
由
で
す
」

強
い
方
針
が
出
た
こ
と
な
ど
が
、そ
の
理
由
で
す
」

（
市
教
育
委
員
会
教
育
部
副
部
長
・
大
沼
信
勝
さ
ん
）。

（
市
教
育
委
員
会
教
育
部
副
部
長
・
大
沼
信
勝
さ
ん
）。

　
塚
野
教
育
長
か
ら
は
合
併
特
例
債
な
ど
も
含
め

　
塚
野
教
育
長
か
ら
は
合
併
特
例
債
な
ど
も
含
め

て
「
使
え
る
国
の
補
助
は
可
能
な
限
り
活
用
」
し
、

て
「
使
え
る
国
の
補
助
は
可
能
な
限
り
活
用
」
し
、

市
の
負
担
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
す
る
旨
の
発
言

市
の
負
担
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
す
る
旨
の
発
言

も
あ
っ
た
。
財
政
的
理
由
で
耐
震
化
が
遅
れ
な
い

も
あ
っ
た
。
財
政
的
理
由
で
耐
震
化
が
遅
れ
な
い

こ
と
を
望
む
。

こ
と
を
望
む
。

新
発
田
駅
橋
上
化
中
止
で

耐
震
化
の
資
金
を
捻
出

耐震後の猿橋中耐震後の猿橋中耐震化後の猿橋中

新発田新発田市小・中学校の中学校の
耐震化の推移耐震化の推移

耐震基準を満たしている学校
または耐震化工事が終了した学校

外ヶ輪小・猿橋小・御免町小・二葉小(体外ヶ輪小・猿橋小・御免町小・二葉小(体

育館 )・松浦小・米倉小・赤谷小・竹俣小・育館 )・松浦小・米倉小・赤谷小・竹俣小・

車野小・七葉小・佐々木小・住吉小・車野小・七葉小・佐々木小・住吉小・

東豊小・中浦小・天王小・本田小・紫東豊小・中浦小・天王小・本田小・紫

雲寺小・米子小・加治川小雲寺小・米子小・加治川小

耐震化が必要な学校
(工事終了予定年度 )

■ 毎月25日発行 vol.10シバタ オレンジ プレス

新発田市の5大事業・学校耐震化

発行人＝阿部 聡
発行所／（有）アミックス
〒957-0021　新発田市五十公野 4837-6
tel 090-2733-3568　fax 0254-23-6946

Sibata Orange Press

特集

「しばた」
　　　を知って楽しみ、

　「新しいしばた」
　　　　の町をつくる新聞

　
昨
年
2

日
に
起
き
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
（
震
度
6
強
）
で
は
36

る
。
こ
の
値
は
、建
物
の
強
さ
・
粘
り
・
バ
ラ
ン
ス
・

経
年
劣
化
な
ど
か
ら
総
合
的
に
割
り
出
さ
れ
た
数

度
末
を
目
途
と

新
発
田
駅

子
ど
も
の
命
を
守
る

学
校
耐
震
化
、進
む
新発田市の小・中学校
耐震化工事の進捗状況

※統合をもって耐震化する場合も含めた。
(教育委員会資料をもとに本紙作成 )

本丸中・第一中・猿橋中 ( 体育館 )・本丸中・第一中・猿橋中 ( 体育館 )・

東中 ( 校舎・体育館 )・川東中・七葉東中 ( 校舎・体育館 )・川東中・七葉

中 (校舎・体育館 )・佐々木中 (校舎 )・中 ( 校舎・体育館 )・佐々木中 (校舎 )・

豊浦中・紫雲寺中豊浦中・紫雲寺中

二葉小 ( 校舎 26 年度 )・五十公野小二葉小 ( 校舎 26 年度 )・五十公野小

( 体育館 25 年度・校舎 27 年度 )・( 体育館 25 年度・校舎 27 年度 )・

川東小 (25 年度 )・菅谷小 ( 体育館川東小 (25 年度 )・菅谷小 ( 体育館

25年度・校舎27年度 )・荒橋小 (校25年度・校舎27年度 )・荒橋小 (校

舎・体育館 27 年度 )・藤塚小 ( 体育舎・体育館 27 年度 )・藤塚小 ( 体育

館24年度　校舎27年度 )館 24年度　校舎27年度 )

猿橋中 ( 校舎 24 年度 )・東中 ( 調理猿橋中 ( 校舎 24 年度 )・東中 ( 調理

場27年度)・七葉中(武道場24年度)・場27年度)・七葉中(武道場24年度)・

佐々木中 ( 体育館 24 年度 )・加治川佐々木中 ( 体育館 24 年度 )・加治川

中 (体育館24年度　校舎25年度 )中 (体育館24年度　校舎25年度 )

耐震化工事中の猿橋中耐震化工事中の猿橋中耐震化工事中の猿橋中
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「
平
「
平
成
22
年
1
月
に
民
間
で
、『
ア
オ
ー
レ
長
岡

イ
ベ
ン
ト
検
討
市
民
協
議
会
』
を
立
ち
上
げ
、
同

イ
ベ
ン
ト
検
討
市
民
協
議
会
』
を
立
ち
上
げ
、
同

年
の
12
月
に
22
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
長
に
提
案
し
ま

の
イ
ベ
ン
ト
を
市
長
に
提
案
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
外
に
一
般
公
募
し
て
、
予
算
１
０

し
た
。
そ
れ
以
外
に
一
般
公
募
し
て
、
予
算
１
０

０
万
円
以
上
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
公
開
審
査

０
万
円
以
上
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
公
開
審
査
、

20
万
円
以
下
は
書
類
審
査
の
み
と
し
ま
し
た
。
そ

万
円
以
下
は
書
類
審
査
の
み
と
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
年
間
を
通
じ
て
途
切
れ
な
く
イ
ベ
ン
ト

の
結
果
、
年
間
を
通
じ
て
途
切
れ
な
く
イ
ベ
ン
ト

を
仕
込
む
こ
と
が
出
来
て
、
ア
オ
ー
レ
を
訪
れ
た

を
仕
込
む
こ
と
が
出
来
て
、
ア
オ
ー
レ
を
訪
れ
た

人
は
オ
ー
プ
ン
以
来
3
ヵ
月
間

人
は
オ
ー
プ
ン
以
来
3
ヵ
月
間
で
34
万
人
を
超
え

万
人
を
超
え

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
議
会
視
察
な
ど
、

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
議
会
視
察
な
ど
、

6
月
末
現
在
約
１
８
０
団
体
・
4
千
人
以
上
の
視

6
月
末
現
在
約
１
８
０
団
体
・
4
千
人
以
上
の
視

察
団
が
訪
れ
て
い
る
そ
う
で
す
」（
市
民
交
流
ネ
ッ

察
団
が
訪
れ
て
い
る
そ
う
で
す
」（
市
民
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
ア
オ
ー
レ
副
代
表
・
樋
熊
隆
治
さ
ん
）。

ト
ワ
ー
ク
・
ア
オ
ー
レ
副
代
表
・
樋
熊
隆
治
さ
ん
）。

 

「
市
民
協
働
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
」
を
旗

「
市
民
協
働
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
」
を
旗

印
に
、
市
役
所
を
長
岡
駅
前
に
移
転
す
る
機
会
を

印
に
、
市
役
所
を
長
岡
駅
前
に
移
転
す
る
機
会
を

と
ら
え
、
市
役
所
機
能
、
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
・

と
ら
え
、
市
役
所
機
能
、
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
・

5
千
人
収
容
の
ア
リ
ー
ナ
・
屋
根
付
き
広
場
を
持

5
千
人
収
容
の
ア
リ
ー
ナ
・
屋
根
付
き
広
場
を
持

つ
複
合
施
設
「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ
『
ア
オ
ー

つ
複
合
施
設
「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ
『
ア
オ
ー

レ
長
岡
』」
が
こ
の
4
月
、
長
岡
駅
前
に
オ
ー
プ

レ
長
岡
』」
が
こ
の
4
月
、
長
岡
駅
前
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

ン
し
た
。

　
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
は
「
中
心
市
街

　
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
は
「
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」
で
、
こ
れ
は
新
発
田
市
役

地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」
で
、
こ
れ
は
新
発
田
市
役

所
新
庁
舎
建
設
の
位
置
選
定
や
設
計
思
想
と
重
な

所
新
庁
舎
建
設
の
位
置
選
定
や
設
計
思
想
と
重
な

る
も
の
で
、成
功
例
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
る
。

る
も
の
で
、成
功
例
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
る
。

 

「
市
役
所
に
市
民
交
流
施
設
が
付
随
し
て
い
る
の

「
市
役
所
に
市
民
交
流
施
設
が
付
随
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
交
流
施
設
に
市
役
所
が
く
っ
つ
い
て

で
は
な
く
、
交
流
施
設
に
市
役
所
が
く
っ
つ
い
て

る
感
じ
」（
森
民
夫
長
岡
市
長
）
と
い
う
考
え
方

る
感
じ
」（
森
民
夫
長
岡
市
長
）
と
い
う
考
え
方

が
斬
新
だ
。
実
際
、
施
設
の
面
積
の
3
分
の
2
が

が
斬
新
だ
。
実
際
、
施
設
の
面
積
の
3
分
の
2
が

市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、
ア

市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、
ア

オ
ー
レ
の
市
役
所
に
用
事
で
訪
れ
た
人
が
３
ヵ
月

オ
ー
レ
の
市
役
所
に
用
事
で
訪
れ
た
人
が
３
ヵ
月

で
6
万
人
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
ア
オ
ー
レ
の
交
流
施

で
6
万
人
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
ア
オ
ー
レ
の
交
流
施

設
を
訪
れ
た
人

設
を
訪
れ
た
人
が
34
万
人
と
い
う
数
字
が
、
そ
の

万
人
と
い
う
数
字
が
、
そ
の

考
え
方
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
今
後

考
え
方
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
今
後

も
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
予

も
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
予

定
さ
れ
、
年
間
来
場
者
１
０
０
万
人
は
確
実
だ
。

定
さ
れ
、
年
間
来
場
者
１
０
０
万
人
は
確
実
だ
。

 

　
イ
ベ
ン
ト
実
績
や
広
い
人
脈
を
有
す
る
市
民
活

　
イ
ベ
ン
ト
実
績
や
広
い
人
脈
を
有
す
る
市
民
活

動
団
体
の
キ
ー
マ

動
団
体
の
キ
ー
マ
ン
15
人
で
組
織
さ
れ
た
民
間
の

人
で
組
織
さ
れ
た
民
間
の

「
ア
オ
ー
レ
長
岡
イ
ベ
ン
ト
検
討
市
民
協
議
会
」

「
ア
オ
ー
レ
長
岡
イ
ベ
ン
ト
検
討
市
民
協
議
会
」

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
の

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
の

運
用
を
担
う
市
民
組
織
「
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

運
用
を
担
う
市
民
組
織
「
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
ア
オ
ー
レ
」
を
設
立
し
、
役

ク
・
ア
オ
ー
レ
」
を
設
立
し
、
役
員
23
人
（
う
ち

人
（
う
ち

市
職
員
2
人
）・
運
営
ス
タ
ッ

市
職
員
2
人
）・
運
営
ス
タ
ッ
フ
13
人
（
公
募
）

人
（
公
募
）

と
な
り
、
市
民
利
用
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
を
行
っ
て

と
な
り
、
市
民
利
用
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
市
は
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
、
下
支
え
の

い
る
。
市
は
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
、
下
支
え
の

業
務
に
徹
し
て
い
る
。

業
務
に
徹
し
て
い
る
。

 

「
市
・
市
議
会
が
ま
ち
な
か
回
帰
、
に
ぎ
わ
い
創

「
市
・
市
議
会
が
ま
ち
な
か
回
帰
、
に
ぎ
わ
い
創

出
を
ぶ
ち
上
げ
た
こ
と
は
時
代
の
流
れ
と
し
て
当

出
を
ぶ
ち
上
げ
た
こ
と
は
時
代
の
流
れ
と
し
て
当

然
で
す
し
、
交
流
促
進
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
官

然
で
す
し
、
交
流
促
進
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
官

だ
け
で
は
不
十
分
で
む
し
ろ
民
間
の
我
々
が
引
っ

だ
け
で
は
不
十
分
で
む
し
ろ
民
間
の
我
々
が
引
っ

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
前
出
・

張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
前
出
・

樋
熊
さ
ん
）。
長
岡
を
舞
台
に
し
た
映
画
制
作
を

樋
熊
さ
ん
）。
長
岡
を
舞
台
に
し
た
映
画
制
作
を

支
援
し
た
り
、
中
越
大
震
災
復
興
祈
願
花
火
フ
ェ

支
援
し
た
り
、
中
越
大
震
災
復
興
祈
願
花
火
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
を
打
ち
上
げ
た
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

ニ
ッ
ク
ス
を
打
ち
上
げ
た
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
り
と
、
長
岡
で
民

シ
ョ
ン
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
り
と
、
長
岡
で
民

間
・
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
っ
張
っ
て
き

間
・
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
っ
張
っ
て
き

た
樋
熊
さ
ん
の
言
葉
は
力
強
い
。

た
樋
熊
さ
ん
の
言
葉
は
力
強
い
。

 

「
実
際
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ

「
実
際
、
上
手
く
い
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ

だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
仕
込
ん
で
、
運
営
す
る
の
は

だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
仕
込
ん
で
、
運
営
す
る
の
は

大
変
な
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ン
前
は
て
ん
や
わ
ん
や

大
変
な
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ン
前
は
て
ん
や
わ
ん
や

で
し
た
。
体
制
づ
く
り
や
企
画
づ
く
り
は
早
め
に

で
し
た
。
体
制
づ
く
り
や
企
画
づ
く
り
は
早
め
に

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
」
と
も
。

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
」
と
も
。

　
も
と
も
と
長
岡
に
は
「
知
行
合
一
（
認
識
と
行

　
も
と
も
と
長
岡
に
は
「
知
行
合
一
（
認
識
と
行

動
は
一
体
）」
と
い
う
陽
明
学
の
伝
統
が
あ
り
、

動
は
一
体
）」
と
い
う
陽
明
学
の
伝
統
が
あ
り
、

民
間
で
柿
川
用
水
路
を
掘
削
し
た
り
、
民
間
初
の

民
間
で
柿
川
用
水
路
を
掘
削
し
た
り
、
民
間
初
の

育
英
制
度
と
い
わ
れ
る
長
岡
社
を
創
設
し
た
り
と

育
英
制
度
と
い
わ
れ
る
長
岡
社
を
創
設
し
た
り
と

民
間
に
よ
る
公
益
事
業
例
は
事
欠
か
な
い
。

民
間
に
よ
る
公
益
事
業
例
は
事
欠
か
な
い
。

 

「
そ
れ
は
新
発
田
も
同
じ
で
す
よ
。
城
下
町
と
い

「
そ
れ
は
新
発
田
も
同
じ
で
す
よ
。
城
下
町
と
い

う
歴
史
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
精
神
風
土
が
あ
る
限

り
、
民
間
で
も
行
政
と
協
力
し
て
い
ろ
い
ろ
な
仕

り
、
民
間
で
も
行
政
と
協
力
し
て
い
ろ
い
ろ
な
仕

掛
け
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
歴
史
を
大
切
に
し
て

掛
け
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
歴
史
を
大
切
に
し
て

下
さ
い
。
新
発
田
の
新
し
い
市
役
所
に
は
長
岡
の

下
さ
い
。
新
発
田
の
新
し
い
市
役
所
に
は
長
岡
の

ナ
カ
ド
マ
の
よ
う
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
聞

ナ
カ
ド
マ
の
よ
う
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
官
民
協
働
、
よ
っ
て
た
か
っ
て
や

い
て
い
ま
す
。
官
民
協
働
、
よ
っ
て
た
か
っ
て
や

る
仕
掛
け
が
大
切
で
す
」
と
励
ま
さ
れ
た
。

る
仕
掛
け
が
大
切
で
す
」
と
励
ま
さ
れ
た
。

　
市
民
協
働
推
進
室
・
特
命
主
幹
の
星
雅
人
さ
ん

　
市
民
協
働
推
進
室
・
特
命
主
幹
の
星
雅
人
さ
ん

は
「
ア
オ
ー
レ
が
で
き
た
経
緯
と
し
て
は
、
3
つ

は
「
ア
オ
ー
レ
が
で
き
た
経
緯
と
し
て
は
、
3
つ

の
要
素
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ア
オ
ー
レ
の

の
要
素
が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ア
オ
ー
レ
の

前
に
建
っ
て
い
た
旧
厚
生
会
館
の
老
朽
化
、
平

前
に
建
っ
て
い
た
旧
厚
生
会
館
の
老
朽
化
、
平
成

16
年
の
中
越
大
震
災
に
よ
る
旧
本
庁
舎
の
内
部
被

年
の
中
越
大
震
災
に
よ
る
旧
本
庁
舎
の
内
部
被

災
経
験
か
ら
、
最
新
・
最
高
レ
ベ
ル
の
耐
震
性
を

災
経
験
か
ら
、
最
新
・
最
高
レ
ベ
ル
の
耐
震
性
を

備
え
た
本
庁
舎
の
必
要
性
、
平
成
の
大
合
併
で
合

備
え
た
本
庁
舎
の
必
要
性
、
平
成
の
大
合
併
で
合

併
し
た
地
域
の
誰
も
が
来
や
す
い
市
役
所
の
必
要

併
し
た
地
域
の
誰
も
が
来
や
す
い
市
役
所
の
必
要

性
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
重
な
り
、
ア
オ
ー
レ
建
設

性
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
重
な
り
、
ア
オ
ー
レ
建
設

へ
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
建
設
に

へ
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
建
設
に

あ
た
っ
て
5
つ
の
理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。①
市
民

あ
た
っ
て
5
つ
の
理
念
を
掲
げ
ま
し
た
。①
市
民

協
働
・
交
流
の
拠
点
、②
長
岡
の
顔
、③
ハ
レ
の
場
、

協
働
・
交
流
の
拠
点
、②
長
岡
の
顔
、③
ハ
レ
の
場
、

④
合
併
の
象
徴
、⑤
ま
ち
な
か
に
溶
け
込
む
市
役

④
合
併
の
象
徴
、⑤
ま
ち
な
か
に
溶
け
込
む
市
役

所
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ア
オ
ー
レ
が
本
当
の
意
味

所
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
ア
オ
ー
レ
が
本
当
の
意
味

で
の
28
万
市
民
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
と
確
信
し

万
市
民
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
」
と
前
置
き
し
、と
く
に
「
市
民
協
働
・

て
い
ま
す
」
と
前
置
き
し
、と
く
に
「
市
民
協
働
・

交
流
」
の
説
明
に
入
っ
た
。

交
流
」
の
説
明
に
入
っ
た
。

 

「
市
長
の
考
え
方
は
、
市
民
協
働
に
よ
る
中
心
市

「
市
長
の
考
え
方
は
、
市
民
協
働
に
よ
る
中
心
市

街
地
の
活
性
化
。
こ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
例
え

街
地
の
活
性
化
。
こ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
例
え

ば
大
型
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
と
か
で
な
く
て
、

ば
大
型
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
と
か
で
な
く
て
、

ま
ち
な
か
で
市
民
活
動
が
常
に
活
発
に
行
わ
れ
る

ま
ち
な
か
で
市
民
活
動
が
常
に
活
発
に
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
日
常
的
に
人
が
集
ま
る
状
況
を
作
ろ
う

こ
と
で
、
日
常
的
に
人
が
集
ま
る
状
況
を
作
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
て
新
規
の
事
業
者
が
出
て
く
れ
ば
…
。
も

と
捉
え
て
新
規
の
事
業
者
が
出
て
く
れ
ば
…
。
も

ち
ろ
ん
、
中
心
部
の
商
店
街
が
一
生
懸
命
や
ろ
う

ち
ろ
ん
、
中
心
部
の
商
店
街
が
一
生
懸
命
や
ろ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
も
し
っ
か
り
支
援

し
ま
す
。
も
と
も
と
長
岡
に
は
市
民
協
働
・
官
民

の
垣
根
の
低
さ
と
い
う
精
神
風
土
が
根
づ
い
て
い

ま
し
て
、
そ
こ
に
森
市
長
が
注
目
し
て
、
ま
ち
な

か
に
使
い
や
す
い
市
民
協
働
の
場
を
作
ろ
う
、と
」

（
前
出
・
星
さ
ん
）。

　
常
日
頃
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
市
民
活
動
の

場
を
ま
ち
な
か
に
作
る
こ
と
で
、
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
、
と
い
う
の
だ
。
8
万
8
千
人
を
集
め
た

出
す
る
、
と
い
う
の
だ
。
8
万
8
千
人
を
集
め
た

と
い
う
「
ア
オ
ー
レ
誕
生
祭
」
な
ど
、
華
々
し
い

と
い
う
「
ア
オ
ー
レ
誕
生
祭
」
な
ど
、
華
々
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
目
が
行
き
が
ち
だ
が
、
実
は
、
市
民

イ
ベ
ン
ト
に
目
が
行
き
が
ち
だ
が
、
実
は
、
市
民

活
動
が
し
や
す
い
場
を
提
供
、
支
援
す
る
の
が
ア

活
動
が
し
や
す
い
場
を
提
供
、
支
援
す
る
の
が
ア

オ
ー
レ
の
重
要
な
役
割
な
の
だ
。

オ
ー
レ
の
重
要
な
役
割
な
の
だ
。

 

「
ア
オ
ー
レ
長
岡
の
管
理
は
市
直
轄
で
す
が
、
運

「
ア
オ
ー
レ
長
岡
の
管
理
は
市
直
轄
で
す
が
、
運

営
は
民
間
の『
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
オ
ー

営
は
民
間
の『
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
オ
ー

レ
』
が
や
っ
て
い
ま
す
。
官
が
運
営
し
ま
す
と
管

レ
』
が
や
っ
て
い
ま
す
。
官
が
運
営
し
ま
す
と
管

理
至
上
主
義
に
陥
っ
て
、
使
い
勝
手
が
悪
く
な
り

理
至
上
主
義
に
陥
っ
て
、
使
い
勝
手
が
悪
く
な
り

が
ち
。
そ
の
弊
害
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
利
用
す
る

が
ち
。
そ
の
弊
害
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
利
用
す
る

市
民
が
運
営
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
使
い
や
す
い

市
民
が
運
営
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
使
い
や
す
い

運
営
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
使
い
や
す
け
れ
ば
利
用

運
営
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
使
い
や
す
け
れ
ば
利
用

者
も
増
え
て
、
に
ぎ
わ
う
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
ん

者
も
増
え
て
、
に
ぎ
わ
う
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
ん

で
す
」（
前
出
・
星
さ
ん
）。

で
す
」（
前
出
・
星
さ
ん
）。

　
し
た
が
っ
て
利
用
料
金
も
、
よ
り
使
い
や
す
く

し
た
が
っ
て
利
用
料
金
も
、
よ
り
使
い
や
す
く

す
る
た
め
低
く
設
定
し
た
。
ナ
カ
ド
マ
、ホ
ワ
イ
エ
、

す
る
た
め
低
く
設
定
し
た
。
ナ
カ
ド
マ
、ホ
ワ
イ
エ
、

市
民
交
流
ホ
ー
ル
の
一
般
利
用
は
無
料
、
ア
リ
ー

市
民
交
流
ホ
ー
ル
の
一
般
利
用
は
無
料
、
ア
リ
ー

ナ
は
全
面
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
3
面
分
）
で
1

ナ
は
全
面
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
3
面
分
）
で
1

時
間
８
千
円
。「
た
だ
誰
も
使
っ
て
い
な
い
と
き
は

時
間
８
千
円
。「
た
だ
誰
も
使
っ
て
い
な
い
と
き
は

ブ
ラ
ッ
と
来
た
人
も
無
料
で
使
え
ま
す
。
今
日
は

ブ
ラ
ッ
と
来
た
人
も
無
料
で
使
え
ま
す
。
今
日
は

子
ど
も
た
ち
が
卓
球
し
て
ま
し
た
」（
前
出
・
星
さ
ん
）。

子
ど
も
た
ち
が
卓
球
し
て
ま
し
た
」（
前
出
・
星
さ
ん
）。

　
ナ
カ
ド
マ
と
周
遊
テ
ラ
ス

　
ナ
カ
ド
マ
と
周
遊
テ
ラ
ス
は
24
時
間
開
放
、
そ

時
間
開
放
、
そ

の
他
施
設
の
開
館
時
間
は
8

の
他
施
設
の
開
館
時
間
は
8
〜
22
時
ま
で
だ
が
、

時
ま
で
だ
が
、

準
備
や
片
づ
け
で
時
間
が
ず
れ
込
む
場
合
は
柔
軟

準
備
や
片
づ
け
で
時
間
が
ず
れ
込
む
場
合
は
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

に
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　
な
お
、
合
併
地
域
の
一
体
感
醸
成
に
つ
い
て
は

　
な
お
、
合
併
地
域
の
一
体
感
醸
成
に
つ
い
て
は

「
11
市
町
村
が
合
併
し
た
長
岡
の
各
地
に
は
素
晴

市
町
村
が
合
併
し
た
長
岡
の
各
地
に
は
素
晴

ら
し
い
食
や
、
独
自
の
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
し
い
食
や
、
独
自
の
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
持
っ
て
き
て
見
せ
、
振
る
舞
う
。
栃
尾
の
油
揚

を
持
っ
て
き
て
見
せ
、
振
る
舞
う
。
栃
尾
の
油
揚

げ
な
ん
か
大
人
気
で
す
し
、
先
日
は
与
板
の
人
た

げ
な
ん
か
大
人
気
で
す
し
、
先
日
は
与
板
の
人
た

ち
が
物
産
持
っ
て
き
て
売
っ
た
り
、
大
騒
ぎ
で
し

ち
が
物
産
持
っ
て
き
て
売
っ
た
り
、
大
騒
ぎ
で
し

た
。
互
い
に
交
流
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
地
域
の

た
。
互
い
に
交
流
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
地
域
の

一
体
感
が
作
ら
れ
て
い
く
ん
で
す
」（
前
出
・
樋

一
体
感
が
作
ら
れ
て
い
く
ん
で
す
」（
前
出
・
樋

熊
さ
ん
）と
積
極
的
な
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

熊
さ
ん
）と
積
極
的
な
交
流
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

自
発
的
な
市
民
参
加
が
成
功
の
カ
ギ

役
所
は
市
民
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
す
る

役
所
は
市
民
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
す
る

運
営
は
利
用
者
で
あ
る
民
間
で
。

運
営
は
利
用
者
で
あ
る
民
間
で
。

使
用
料
は
ア
リ
ー
ナ
以
外
原
則
無
料

使
用
料
は
ア
リ
ー
ナ
以
外
原
則
無
料

年
1
月
に
民
間
で
、『
ア
オ
ー
レ
長
岡

う
歴
史
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
精
神
風
土
が
あ
る
限

と
し
て

し
ま
す

の
垣
根

ま
し
て

か
に
使

（
前
出

　
常
日

場
を
ま

自
発
的
な
市
民
参
加
が
成
功
の
カ
ギ

長岡市役所と
市民協働の複合施設

「アオーレ長岡」
の成功

オ
ー
プ
ン
後
3
ヵ
月
で

34
万
人
が
訪
れ
た



※新発田店 8/12・8/13のみ７時開店
※松崎店 8/12・8/13のみ6時開店

阿
賀
野
川

新新バイパス
R7

新発田→

R7 中条→
↑新潟

新発田 IC

新発田南高校新発田南高校

第四銀行

新
発
田
駅

月
岡
温
泉
↓

R
2
9
0R

4
6
0

花安

新
発
田

農
業
高
校

イオン

豊浦病院

旧水原
↓

新発田南高校

新発田店

松崎店カワチ

イオン

新潟空港↑ 小嶋屋
総本舗

湯ったり苑

一日市IC

海老ケ瀬
IC

●新発田店　9：00～18：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229
●松崎店　9：00～19：00
新潟市東区新松崎1-6-14
☎025-274-2229

フェアお盆
御遣い物、新潟のお土産に…御遣い物、新潟のお土産に…御遣い物、新潟のお土産に…

マスクメロン、ぶどう、
桃、茶豆など

65650円～円～650円～

● お盆用組花

● 仏壇用組花
500円～500円～

クメロン、ぶどう、マスク
茶豆など桃、茶

“とんとんブランド”“とんとんブランド”

● お盆用組花
500円～

をどうぞ！ ！ をどうぞ！ 

8/10（金）～8/19（日）

アオーレ音楽祭(アリーアオーレ音楽祭(アリーナ・５月５日)日)七夕ビ七夕ビアフェスフェスティバルバル(７月７日)日) アオーレ音楽祭(アリーナ・５月５日)七夕ビアフェスティバル(７月７日)ナカドマと３階テラスナカドマと３階テラスナカドマと３階テラス

落成イベント(4月１日)落成イベント(4月１日)落成イベント(4月１日)落成イベント(4月１日)落成イベント(4月１日)ナカドマを使った結婚式(6月３日)ナカドマを使った結婚式(6月３日)ナカドマを使った結婚式(6月３日)

アオーレ長岡外観アオーレ長岡外観アオーレ長岡外観

外から見える議場(西棟１階)

市民協働センター(西棟3階)

モスバーガーとモスバーガーと
セブンイレブンが出店(東棟１階)セブンイレブンが出店(東棟１階)

総合窓口総合窓口
（ワ（ワンストップカウンップカウンター・東棟１階）階）
総合窓口
（ワンストップカウンター・東棟１階）

テラスから内部が見えるテラスから内部が見える
市役所事務室(東棟３階)市役所事務室(東棟３階)

モスバーガーと
セブンイレブンが出店(東棟１階)

テラスから内部が見える
市役所事務室(東棟３階)

103台収容の地下駐車場3台収容の地下駐車場103台収容の地下駐車場

市役所
総合窓口

3

※詳細は市民交流ネットワーク「アオーレ」Tel.0258-39-2500までお問い合わせ下さい。

7/28（土）

7/29（日）

7/28（土）～7/29（日）

7/29（日）

7/29（日）

7/29（日）

7/29（日）

8/1（水）

8/4（土）

8/5（日）

8/7（火）

8/9（木）～10（金）

8/10（金）

8/11（土）

8/12（日）

8/12（日）

8/14（火）

8/16（木）～21（火）

8/18（土）～19（日）

8/19（日）

8/18（土）～19（日）

8/22（水）～23（木）

8/24（金）～26（日）

8/26（日）

8/28（火）

8/27（月）～30（木）

8/28（火）

8/30（木）

8/30（木）～9/5（水）

8/31（金）

市民社交ダンスパーティー

第2回高校生長岡ラーメン選手権

2012デザイン展 in 長岡

第 1回長岡市フットサル大会

「すいかのたね」コンサート

世界の仲間と楽しく踊ろう！

ながおか平和フォーラム

ひなた結成13周年記念ワンマンライブ前夜祭

ひなた結成13周年記念ワンマンライブ

平成 24年度　県立専門高校メッセ

全国情報教育研究会　新潟大会

川口温泉若返りツアー　元気はつらつ隊

新潟県吹奏楽連盟主催の音楽イベント（仮称）

県下少年少女将棋長岡大会

高校生の軽音楽発表会

「あそびアート」展

第2回まちの駅みんな集まれ！にいがた県大会

美と癒しの祭典

English Seminar 2012（イングリッシュセミナー）

太陽の書展・学生の書展

24時間テレビ35　愛は地球を救う　長岡会場

長岡大学軽音楽部による音楽イベント（仮称）

第 3回平和のための戦争展

障害者権利擁護フォーラム

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

ナッキー　1,000人のビアパーティー

開催日 イベント名 内　　　容

新刊本「地球人な科学的に創造された」出版記念講演会

サイエンスライブショー
温暖化星人から地球を守る　宇宙船にっぽん号の戦い

長岡エンジン02プレイベント
「ながおか地消地産推進フェスタ」

長岡ハワイフェスティバル2012
～Nagaoka ALOHA Week!～

一般市民対象の社交ダンスパーティー（200～300人）

市内6校11チームの高校生がラーメン対決

NCAD卒業終了のポスター作品展示・体験コーナー同時開催

18チームを3グループに分けリーグ戦

音楽とお話のコンサート

新刊「地球人な科学的に創造された」の紹介

8/1長岡まつり民謡流しの練習

ひなた結成13周年記念ワンマンライブ前夜祭

ひなたと愉快な仲間達による13周年記念ワンマンライブ前夜祭

高校生による学校・学科紹介

講演会・研究発表会・企業展示

ツアーの出発式（長岡市在住65歳以上の方）

マーチングバンド・コンテストの練習会

2名のプロ棋士による指導対局もあり

市内高校生の軽音楽発表会

楽しみながら鑑賞できる参加型展覧会

講演会・パネルディスカッションもあり

まちの駅による物産販売活動PR

中高生対象のイングリッシュセミナー

太陽（大人）・学生（子供）の作品展示

テレビ新潟公開番組24時間テレビ

長岡大学軽音楽部による音楽イベント

阿部望・田中比呂美・
遠藤美代子・中嶋美佳

地球温暖化デモンストレーション実験機などを通し
温暖化の原因やしくみを理解しよう

整体・耳つぼ・リフレクソロジー
似顔絵・アクセサリー販売など

27日 13：30～15：00朗読会
28～30日 13：30～14：30ミニ講演
障害者虐待防止法について「講演」「シンポジウム」
（当日、東北地域の授産製品の特設販売あり）
体操講師：多胡肇、ピアノ伴奏者：幅しげみ
（当日参加者に記念品を贈呈）

ナカマドステージショー、ハワイアンキルト・クラフト作家による展示即売、
ハワイアンフラ教室、ハワイ伝統文化・教養講座、写真＆スライド展示

ステージショーやお楽しみ抽選会有り

（　　　　　　　　　　）

第1部　日色ともゑさんによる講演
第2部　広島の中学生の決意表明、平和演劇DVD上映など

18：30～

11：00～

11：00～

9：30～

13：30～

14：00～

9：00～

13：30～

13：00～

15：30～

10：00～

未定

9：00～

8：00～

10：00～

未定

14：00～

9：00～

10：00～

10：00～

10：00～

10：30～

24日10：00～

10：00～

未定

27日13：30～

13：00～

6：00～

未定

17：30～

開　始

アオーレ長岡1階
西　棟

東　棟

アリーナ棟

■ アオーレ長岡　イベントカレンダー（7月28日～8月31日のみ掲載）

アオーレ長岡は、市役所・議会、交流スペース
（ホール・アリーナ・ナカドマなど）
からなる複合施設
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    ―
―
会
設
立
の
経
緯
と
作
っ
た
目
的
は
。

 

「
平
成
8
年
、
近
市
長
の
と
き
で
し
た
が
、
女
性

「
平
成
8
年
、
近
市
長
の
と
き
で
し
た
が
、
女
性

政
策
室
が
4
月
に
設
置
さ
れ
、
そ
こ
が
女
性
団
体

政
策
室
が
4
月
に
設
置
さ
れ
、
そ
こ
が
女
性
団
体

連
絡
懇
談
会
に
呼
び
か
け
、
行
政
主
導

連
絡
懇
談
会
に
呼
び
か
け
、
行
政
主
導
で
122
月
に
月
に

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。『
男
女
共
同
参
画
社
会
実

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。『
男
女
共
同
参
画
社
会
実

現
の
た
め
、
活
動
の
核
に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
の

現
の
た
め
、
活
動
の
核
に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
の

こ
と
で
し
た
。
当
時
私
は
市
議
会
議
員
を
や
っ
て

こ
と
で
し
た
。
当
時
私
は
市
議
会
議
員
を
や
っ
て

い
ま
し
て
、
議
会
で
も
提
案
し
ま
し
た
が
、
ち
ょ

い
ま
し
て
、
議
会
で
も
提
案
し
ま
し
た
が
、
ち
ょ

う
ど
世
の
中
の
雰
囲
気
も
そ
ん
な
気
運
で
、
県
の

う
ど
世
の
中
の
雰
囲
気
も
そ
ん
な
気
運
で
、
県
の

女
性
セ
ン
タ
ー
も
同
じ
年
に
で
き
ま
し
た
。
当
初

女
性
セ
ン
タ
ー
も
同
じ
年
に
で
き
ま
し
た
。
当
初

の
目
的
は
女
性
問
題
の
解
決
で
し
た
」

の
目
的
は
女
性
問
題
の
解
決
で
し
た
」

―
―
問
題
と
い
う
と
?

 

「
当
時
は
地
域
の
慣
習
や
職
場
な
ど
、
女
性
は
男

「
当
時
は
地
域
の
慣
習
や
職
場
な
ど
、
女
性
は
男

性
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
差
別

性
に
従
属
す
る
も
の
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
差
別

が
あ
り
、そ
れ
を
解
決
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
あ
り
、そ
れ
を
解
決
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
は
『
日
本
社
会
は
余
り
に
も

よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
は
『
日
本
社
会
は
余
り
に
も

男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
・
介
護
と
役
割
が

男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
・
介
護
と
役
割
が

固
定
化
し
過
ぎ
て
い
る
。
男
ら
し
く
あ
れ
女
ら
し

固
定
化
し
過
ぎ
て
い
る
。
男
ら
し
く
あ
れ
女
ら
し

く
あ
れ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
押
し
付
け
が
、
窮
屈

く
あ
れ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
押
し
付
け
が
、
窮
屈

で
不
活
発
な
社
会
を
作
る
原
因
に
な
っ
て
る
』
と

で
不
活
発
な
社
会
を
作
る
原
因
に
な
っ
て
る
』
と

い
う
こ
と
」

い
う
こ
と
」

―
―
な
る
ほ
ど
。

 

「『
女
の
く
せ
に
』
と
か
、
職
場
で
も
『
女
だ
か

「『
女
の
く
せ
に
』
と
か
、
職
場
で
も
『
女
だ
か

ら
お
茶
汲
み
』
と
か
、
女
性
の
能
力
が
発
揮
で
き

ら
お
茶
汲
み
』
と
か
、
女
性
の
能
力
が
発
揮
で
き

に
く
い
環
境
で
し
た
。
本
来
の
仕
事
が
あ
っ
て
も

に
く
い
環
境
で
し
た
。
本
来
の
仕
事
が
あ
っ
て
も

お
茶
汲
み
で
中
断
す
る
か
ら
男
の
人
よ
り
仕
事
の

お
茶
汲
み
で
中
断
す
る
か
ら
男
の
人
よ
り
仕
事
の

時
間
が
取
ら
れ
る
と
不
満
を
言
っ
て
い
た
方
も
い

時
間
が
取
ら
れ
る
と
不
満
を
言
っ
て
い
た
方
も
い

ま
し
た
。慣
習
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
、

ま
し
た
。慣
習
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
、

と
。
そ
れ
に
職
場
で
の
研
修
の
機
会
な
ど
、
女
性

と
。
そ
れ
に
職
場
で
の
研
修
の
機
会
な
ど
、
女
性

よ
り
男
性
の
方
が
多
か
っ
た
か
ら
、
女
性
の
ス
キ

よ
り
男
性
の
方
が
多
か
っ
た
か
ら
、
女
性
の
ス
キ

ル
も
向
上
し
ま
せ
ん
。
当
然
昇
進
も
遅
か
っ
た
り

ル
も
向
上
し
ま
せ
ん
。
当
然
昇
進
も
遅
か
っ
た
り

…
。
物
事
を
決
め
る
の
も
男
性
が
主
で
す
か
ら
、

…
。
物
事
を
決
め
る
の
も
男
性
が
主
で
す
か
ら
、

男
女
共
同
参
画
で
は
な
く
、
決
ま
っ
た
後
で
の
単

男
女
共
同
参
画
で
は
な
く
、
決
ま
っ
た
後
で
の
単

な
る
参
加
。
そ
れ
で
は
女
性
の
意
見
を
仕
事
に
生

な
る
参
加
。
そ
れ
で
は
女
性
の
意
見
を
仕
事
に
生

か
せ
な
い
か
ら
、
女
性
も
不
満
で
し
ょ
う
が
会
社

か
せ
な
い
か
ら
、
女
性
も
不
満
で
し
ょ
う
が
会
社

や
職
場
に
と
っ
て
も
損
で
す
よ
ね
」

や
職
場
に
と
っ
て
も
損
で
す
よ
ね
」

―
―
家
庭
で
は
。

 

「
今
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
男
の
人

「
今
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
男
の
人

が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
疲
れ
た
と
言
っ
て
テ

が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
疲
れ
た
と
言
っ
て
テ

レ
ビ
の
前
で
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
（
笑
）。
家
事

レ
ビ
の
前
で
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
（
笑
）。
家
事

は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
人
が
多
い
で
し
ょ
。
ま
さ
に

は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
人
が
多
い
で
し
ょ
。
ま
さ
に

男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
・
介
護
…
。
た
と

男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
・
介
護
…
。
た
と

え
共
働
き
で
も
、
ご
は
ん
を
作
る
の
は
女
性
、
こ

え
共
働
き
で
も
、
ご
は
ん
を
作
る
の
は
女
性
、
こ

れ
で
は
女
性
は
た
ま
り
ま
せ
ん
」

れ
で
は
女
性
は
た
ま
り
ま
せ
ん
」

―
―
仕
事
と
家
事
に
追
わ
れ
て
い
れ
ば
、
子
ど
も

を
産
む
気
に
も
な
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

「
昔
と
違
っ
て
今
の
若
い
男
性
は
意
識
が
少
し
変

「
昔
と
違
っ
て
今
の
若
い
男
性
は
意
識
が
少
し
変

わ
っ
て
き
て
、
ご
は
ん
を
作
っ
た
り
育
児
を
し
た

わ
っ
て
き
て
、
ご
は
ん
を
作
っ
た
り
育
児
を
し
た

り
、
最
近
は
イ
ク
メ
ン
と
い
う
言
葉
が
定
着
す
る

り
、
最
近
は
イ
ク
メ
ン
と
い
う
言
葉
が
定
着
す
る

く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
圧
倒
的

く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
圧
倒
的

に
少
数
派
で
す
」

に
少
数
派
で
す
」

―
―
今
は
家
事
や
育
児
を
し
な
い
と
結
婚
し
て
も

ら
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
な
れ
ば
、
実
は
男
性
も

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
な
れ
ば
、
実
は
男
性
も

楽
に
な
る
ん
で
す
。
責
任
は
女
性
も
分
か
ち
合
う

楽
に
な
る
ん
で
す
。
責
任
は
女
性
も
分
か
ち
合
う

社
会
で
す
か
ら
。
会
社
つ
ぶ
れ
て
仕
事
な
く
な
っ

社
会
で
す
か
ら
。
会
社
つ
ぶ
れ
て
仕
事
な
く
な
っ

て
せ
つ
な
か
っ
た
ら
泣
け
ば
い
い
。
で
、夫
と
妻
、

て
せ
つ
な
か
っ
た
ら
泣
け
ば
い
い
。
で
、夫
と
妻
、

よ
く
話
し
合
っ
て
再
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
い
い
ん
で

よ
く
話
し
合
っ
て
再
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
い
い
ん
で

す
」
す
」

―
―
活
動
の
内
容
は
。

 
「
ま
ず
は
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
。
自
分
た
ち
の
能

「
ま
ず
は
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
。
自
分
た
ち
の
能

力
を
開
発
し
て
、
同
時
に
男
も
女
も
み
ん
な
が
公

力
を
開
発
し
て
、
同
時
に
男
も
女
も
み
ん
な
が
公

平
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
周
り
の
環
境
を
整

平
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
周
り
の
環
境
を
整

え
て
い
く
よ
う
な
活
動
で
す
。
で
す
か
ら
最
初
は

え
て
い
く
よ
う
な
活
動
で
す
。
で
す
か
ら
最
初
は

自
分
た
ち
で
勉
強
、
そ
し
て
啓
発
活
動
・
政
策
提

自
分
た
ち
で
勉
強
、
そ
し
て
啓
発
活
動
・
政
策
提

言
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
ま
ち
づ
く
り
に
積

言
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
。
男
女
共
同
参
画

極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
。
男
女
共
同
参
画

と
い
う
言
葉
や
考
え
方
、
新
発
田
女
性
会
議
も
ま

と
い
う
言
葉
や
考
え
方
、
新
発
田
女
性
会
議
も
ま

だ
ま
だ
市
民
に
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

だ
ま
だ
市
民
に
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

内
々
で
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人

内
々
で
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人

と
知
り
合
い
、
交
流
す
る
こ
と
で
男
女
共
同
参
画

と
知
り
合
い
、
交
流
す
る
こ
と
で
男
女
共
同
参
画

の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
「
新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
に

男
女
共
同
参
画
と
い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
が
。

 

「
計
画
を
勉
強
し
て
、
ど
の
施
策
に
ど
の
よ
う
に

「
計
画
を
勉
強
し
て
、
ど
の
施
策
に
ど
の
よ
う
に

具
体
的
に
男
女
共
同
参
画
が
実
現
で
き
る
か
を
考

具
体
的
に
男
女
共
同
参
画
が
実
現
で
き
る
か
を
考

え
、新
た
な
活
動
や
提
案
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」

え
、新
た
な
活
動
や
提
案
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」

―
―
昨
年
、
市
に
い
く
つ
か
の
提
言
を
し
ま
し
た

ね
。

 

「
審
議
会
等
の
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
早

「
審
議
会
等
の
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
早

く
30
%
に
す
る
こ
と
。
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本

%
に
す
る
こ
と
。
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本

条
例
策
定
に
向
け
、
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

条
例
策
定
に
向
け
、
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
。
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
を
審
議
会
に
格

と
。
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
を
審
議
会
に
格

上
げ
す
る
こ
と
。
審
議
会
は
拘
束
力
を
持
ち
ま
す

上
げ
す
る
こ
と
。
審
議
会
は
拘
束
力
を
持
ち
ま
す

し
、
条
例
が
あ
れ
ば
具
体
的
施
策
を
推
進
す
る
力

し
、
条
例
が
あ
れ
ば
具
体
的
施
策
を
推
進
す
る
力

に
な
り
ま
す
。
あ
と
、
市
の
防
災
会
議
に
女
性
を

に
な
り
ま
す
。
あ
と
、
市
の
防
災
会
議
に
女
性
を

登
用
し
て
ほ
し
い
。東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
、

登
用
し
て
ほ
し
い
。東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
、

防
災
に
は
女
性
の
視
点
が
絶
対
に
必
要
な
こ
と
が

防
災
に
は
女
性
の
視
点
が
絶
対
に
必
要
な
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
柏
崎
市
に
は
女
性
委
員
が
い
ま

分
か
り
ま
し
た
。
柏
崎
市
に
は
女
性
委
員
が
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
こ
と

す
。
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
こ
と

で
す
か
ら
、行
政
は
本
気
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

で
す
か
ら
、行
政
は
本
気
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

―
―
現
在
会
員
は
。

 

「
発
会
当
時

「
発
会
当
時
は
81
人
、
現
在

人
、
現
在
は
66
人
と
少
し
減
り

人
と
少
し
減
り

ま
し
た
。
人
数
が
少
な
い
と
活
動
も
制
限
さ
れ
ま

ま
し
た
。
人
数
が
少
な
い
と
活
動
も
制
限
さ
れ
ま

す
し
、
会
費
制
（
年
間
１
５
０
０
円
）
で
や
っ
て

す
し
、
会
費
制
（
年
間
１
５
０
０
円
）
で
や
っ
て

い
ま
す
の
で
資
金
的
に
も
大
変
で
す
。
ワ
イ
ワ
イ

い
ま
す
の
で
資
金
的
に
も
大
変
で
す
。
ワ
イ
ワ
イ

し
ゃ
べ
り
な
が
ら
の
楽
し
い
会
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ

し
ゃ
べ
り
な
が
ら
の
楽
し
い
会
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
寄
付
も
受
け
付
け
て

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
寄
付
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
（
℡
&
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
５
４
・
２
７
・

お
り
ま
す
（
℡
&
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
５
４
・
２
７
・

５
９
５
０
）」

５
９
５
０
）」

―
―
最
後
に
、
市
長
は
子
育
て
支
援
策
を
矢
継
ぎ

早
に
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
。

 

「
医
療
費
の
中
学
生
ま
で
の
無
料
化
、
こ
れ
は
い

「
医
療
費
の
中
学
生
ま
で
の
無
料
化
、
こ
れ
は
い

い
で
す
ね
。
あ
と
は
病
児
・
病
後
児
保
育
や
子
ど

い
で
す
ね
。
あ
と
は
病
児
・
病
後
児
保
育
や
子
ど

も
た
ち
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
一
時
預
か
り
）
制

も
た
ち
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
一
時
預
か
り
）
制

度
な
ど
、
き
め
細
か
い
支
援
策
を
お
願
い
し
た
い

度
な
ど
、
き
め
細
か
い
支
援
策
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
幼
保
一
体
化
は
一
義
的
に
国
の
施

と
思
い
ま
す
。
幼
保
一
体
化
は
一
義
的
に
国
の
施

策
で
す
け
ど
、
市
で
も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

策
で
す
け
ど
、
市
で
も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
」

あ
る
と
思
い
ま
す
」

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田 中 泯
MMin Tanaka

田 中 泯

安兵衛・場踊り

「47RO
NIN」で

浅野内匠
頭を演じ

る田中泯
が、

堀部安兵
衛をイメ

ージして

義士堂前
で踊る !

問合せ／新発田市観光協会

Tel.0254-26-6789

平
成
24
年
9
月
9
日    

17
時
か
ら

長
徳
寺
・
義
士
堂
前

■ 
観
覧
無
料

日

新
発
田
女
性
会
議
代
表　

高
橋
幸
子
さ
ん

PEOPLEPEOPLEーシリーズー
この人に聞く ! vol.5

女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う

意
識
改
革
と
環
境
整
備
を

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

新
発
田
女
性
会
議
が
設
立
さ
れ
て
16
年
が

た
っ
た
。「
新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
」
が
新
た
に
策
定
さ
れ
る
な
か
、
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
、
同
会
議

代
表
の
高
橋
幸
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
。

※
男
女
共
同
参
画
基
本
法
で
は
「
男
女
が

※
男
女
共
同
参
画
基
本
法
で
は
「
男
女
が

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
」
こ
と
を
前
文
に
掲
げ
て
い
る
。

る
」
こ
と
を
前
文
に
掲
げ
て
い
る
。

水と土の新潟
橋本啓子 著

新潟市の「文化行政」および
「文化的シティプロモーション」の今後に向けて

AMIX刊・A5判160ページ

　美術館改革として現市長が新潟市美術館館長として招き入れた北川フラム氏。氏
がディレクターを務めた2009年「水と土の芸術祭」におけるカビ発生の事故、翌2010
年同美術館の企画展中に発見されたクモと虫。この事件は、県内外に新潟市民の恥と

して広く全国に報道された。大合併を経て、本州日本海
側初の政令市として経済、文化、あらゆる面で変革を迫
られる新潟市。が、その一歩であったはずの構想は、行
政機構と市民をほとんど変革することなく終焉した。
その蹉跌の本質はどこにあったのか。
　二度と同じ過ちを繰り返さないために、そして今後
の方向性を決めるための素材として、事実に基づいた
記録を読んでいただきたい。

http://www.sop-shop.com/

問い合わせ：☎025-234-6645
HPでも
販売中！！

堀
部
安
兵
衛

討
ち
入
り
蕎
麦

元
禄
15（
1
7
0
2
）年
、

堀
部
安
兵
衛
ら
四
十
七
士
討
ち
入
り
の
、元
禄
時
代
の
蕎
麦
を
復
活
。

た
れ
は
、醤
油
だ
れ
で
は
な
く
、味
噌
だ
れ
。

味
噌
を
布
で
こ
し
て
煮
つ
め
た
も
の
と
、

そ
れ
を
日
本
酒（
山
廃
）と
鰹
節
を
加
え
て
煮
詰
め
た
も
の
。

元
禄
時
代
の
2
種
類
の
た
れ
を
少
し
ず
つ
入
れ
、

8
種
類
の
薬
味
で
蕎
麦
を
味
わ
う
。

一,
五
0
0
円

一
人
前

山岳手打ちそば

一寿

新発田市下小中山1024-15（JR金塚駅国道口前）
http://www.ichijyu.com/

武庸武庸会100年
記念記念

祝

営　業　11:30～14:00　18:00～21:00
定休日　不定休 ( 要電話確認）

Tel＆Fax　 0254-33-3480　

Ｊ
Ｒ
金
塚
駅

佐
藤
歯
科
医
院

山
岳
手
打
ち
そ
ば

い
づ
み
動
物
病
院

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

↑
中
条

新
発
田
↓

笹
川
医
院

Ｒ
7

一
寿

P

今後に向けてて向けに後
して招き入れた北川フラム氏。氏して招き入れた北川フラム氏 氏氏ムフ北れき入て招

蔦屋書店
にて

発 売 中
（トップカ

ルチャー）


